
脱炭素チャレンジ集

　森、川、海など自然豊かな地域で４年生を中心に、川に
生きる水生生物の調査、河川の水質検査などを実施しまし
た。調査した内容について新聞にまとめ、地域の自然環境

を守ることが必要であることを実感しました。河川にゴミを捨てない、
家庭ごみは分別する、生ごみは堆肥へ再利用する、その一つ一つの行
動が地域環境を守ることにつながると思いました。夏には、蛍が飛ん
だり、北斗七星が見えたりする環境にすること
が私たちの使命だと感じています。
　また、地域の皆さんと一緒になって、毎年
海岸清掃を行い、きれいな海を取り戻すことも
大切なことだと思います。今後も、これらの活
動を継続して実施することで、地球温暖化の
抑止になり、脱炭素社会づくりにつなげていき
たいと思います。これからも地域の皆さんとと
もに行動したいと思います。
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　今後、集中豪雨等で豊かな自然が損なわれ
ると心配されています。地域の皆さんとともに、

水質検査や水生生物の調査を行い、河川を現状を把握すること
が必要です。そして、将来を担う子供たちと一緒になって、地
域の森林や河川、海をきれいにすることや使い捨ての見直しな
ど、環境活動に継続的に取り組んでいくことが必要であると考
えます。そうした地道な活動が、地域の環境教育の充実に繋がっ
ていくと思います。
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保護者と一緒に海岸でのゴミひろいの様子


